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編集にあたって

■編集方針
ロームは2000年度より環境報告書を発行し、2004年度
からは報告範囲を社会的側面にまで拡大し、社会・環境報告
書として発行してきました。2007年度からはタイトルを
CSRレポートとし、ロームのCSR活動の状況をどの立場の
ステークホルダーの皆さまがご覧になっても、「見やすく・分
かりやすく」なるよう心がけました。本報告書では、既述に加
えさらに、ステークホルダーの皆さまがお知りになりたいと
思われる情報をより開示するよう努め、充実したCSRレポー
トとなるよう編集しました。

■報告内容
CSRにかかわる基本的な体制、ロームにおける重点的な取
り組みテーマを設定し、目標・実績ともに報告しています。な
お、本報告書に記載できなかった環境面の詳細情報につい
ては、別途WEB上「環境データブック※」で開示します。

◉報告対象範囲
ロームを中心に報告し、国内・海外関係会社の活動について
も一部報告しています。また、特定の関係会社に限定される
事象はその旨を明記しています。

◉報告対象期間
2008年4月1日 ～ 2009年3月31日
ただし、理解度を深めていただくため、一部それ以前からの
取り組みや直近の活動報告も必要に応じて記載しています。

参考にしたガイドライン

●Global Reporting Initiative

　「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2006」
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［ 次回発行予定 ： 2010年6月下旬の発行を予定 ］

INDEX

本報告書では、海外関係会社を下記のように記載しています。

REPI : ROHM Electronics Philippines,Inc. （フィリピン）
RIST : ROHM Integrated Systems (Thailand) Co.,Ltd. （タイ）
RSC : ROHM Semiconductor (China) Co.,Ltd. （中国）
REDA : ROHM Electronics Dalian Co.,Ltd. （中国）
RWEM : ROHM-Wako Electronics (Malaysia) Sdn.Bhd. （マレーシア）
RMPI : ROHM Mechatech Philippines,Inc. （フィリピン）
RMT : ROHM Mechatech (Thailand) Co.,Ltd. （タイ）

※2009年7月頃掲載予定

本社全景
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事業活動の基本理念

さらにこの企業目的を達成するための重要な経営基本方針が事業活動の指針となり、
あらゆる事業分野でその展開を図っています。

社内一体となって、品質保証活動の徹底化を図り、適正な利潤を確保する。

世界をリードする商品をつくるために、あらゆる部門の固有技術を高め、

もって企業の発展を期する。

健全かつ安定な生活を確保し、豊かな人間性と知性をみがき、

もって社会に貢献する。

広く有能なる人材を求め、育成し、企業の恒久的な繁栄の礎とする。

経 営 基 本 方 針

われわれは、つねに品質を第一とする。

いかなる困難があろうとも、

良い商品を国の内外へ

永続かつ大量に供給し、

文化の進歩向上に

貢献することを目的とする。

企 業 目 的

ロームは、社会から信頼され、期待される企業であるために、
創業当初からかかげている企業目的をすべての社員に浸透させています。

創業以降、情報化社会の進展や価値観の多様化等、企業を取り巻く環境は変化していますが、
これらの方針は不変かつ、事業活動の原動力となっています。
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トップメッセージ

2008年に創立50周年を迎えたロームは、企業目的である

「われわれは、つねに品質を第一とする。いかなる困難があろうと

も、良い商品を国の内外へ永続かつ大量に供給し、文化の進歩向

上に貢献することを目的とする。」をもとに、創業当初より事業の

業績向上と社会への貢献をつねに重視し、活動してまいりました。

これまで活動を続けてこられたのも、お客さま、お取引先さま、株主・投資家の皆さま、

地域の皆さま、社員等、ロームを取り巻く様々なステークホルダーの皆さまのご支援

があってのことと、心より感謝申し上げます。

ロームは、2009年1月より新しいブランドマークを導入いたしました。このブランド

マークには次のような気持ちが込められています。

1.高い志を持ち自分の足で立つ。

2.世界を広く見据える広い視野。

3.未来を見通すまっすぐな視線。

50周年を迎えた今、社員一人ひとりが、企業目的に今一度立ち返って、その思いをしっ

かりと受け継ぎ守り、さらなる成長を遂げるために、「私たちの製品が社会に役立つこと

は何か？」を考え、つねに一歩先を見て事業活動を進めてまいります。

ロームは、今後とも一層の社会的責任を果たすことで、ステークホルダーの皆さまとの

良好な関係を築いてまいります。

多くの皆さまにこのレポートをご一読いただき、ロームグループの社会的責任への取り

組み姿勢についてご理解いただければ幸いに存じます。

ローム株式会社
代表取締役社長 佐藤 研一郎
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ロームのCSR
「われわれは、つねに品質を第一とする」
これは、「企業目的」の第１行目に掲げられている文であり、まさにロームの根幹を示しているものです。品質とは単に製品の品質
だけではありません。その製造プロセスの品質、さらにそこで働く人 ・々環境の品質のことであり、ロームはこれら人や職場さらに
地域・地球への品質を第一としています。
企業の社会的責任が益々問われている今日において、一人ひとりの社員が常に遵法精神と倫理観をもって、社会から信頼されつ
づけることが求められている中、ロームでは社員一人ひとりが「品質第一」を掲げるロームの代表として責任を持ち事業活動を
行っています。
この経営理念である「企業目的」を指針とし、この思いをしっかりと受け
継ぎ、守っていくことが、ロームのCSRであると考えます。

【CSR推進体制】
ロームでは、2007年12月より、品質・環境本部の下部組織である環境
管理部の下にCSR推進室を設置し、CSR活動を推進しています。また、
2008年6月にはCSR推進委員会をつくりました。この委員会は、社歴・
性別にとらわれない多岐に渡る部門からの委員により構成され、あらゆ
る方面からの幅広い意見を取り入れた、ロームならではのＣＳＲを目指し
て活動しています。

【CSR推進委員会推進体制】

社　長

CSR推進委員会

CSR推進室
（事務局）

委  

員
委  

員
委  

員
委  

員
委  

員
委  

員

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】
2008年度は、6月に発足したCSR推進委員会において、ロームとしてどの課題に重点的に力を入れていくかについて議論を重ね
ました。OKIセミコンダクタと統合し創立50周年を迎えた今こそ、次の50年のためにロームがCSR意識を強化し、創業精神を再
認識することが必要となります。結果、委員会では社員のCSR意識を高めること、また社内及び社外でのコミュニケーションを深め
ていくことを決定しました。実際には、部門長クラスの社員を対象としたCSR教育・意識調査を行い、CSRの定着に努めました。
2009年度は、引き続き全社員のCSRの認識・意識を高めるための活動を行うとともに、2008年度の調査結果をもとに、社内
外でのコミュニケーションが深まるような取り組みを進めていく予定です。

★冊子でのご報告とWEB上でのご報告
ロームは本報告書より以下を目的とし、冊子でのダイジェスト版と、WEB上での詳細版によってロームのCSR活動
をご報告させていただいております。

また、環境に関する詳細情報を独立させ、どの立場のステークホルダーの皆さまに対しても、より理解しやすい報告書とな
るよう心がけました。詳細版及び環境に関する詳細な情報はそれぞれ、ロームのホームページよりご覧いただけます。
[URL] http：//www.rohm.co.jp ＊環境に関する詳細な情報は2009年7月頃掲載予定です。

・ 少しでも多くのステーク
ホルダーの皆さまにご覧い
ただくこと
・ 印刷・配送等の環境負荷を
低減すること
・ 多岐にわたるロームのCSR
活動の中から、主要な取り
組みに的を絞って分かりや
すくお伝えすること

・ 多岐にわたるロームの
CSR活動についてより深
く知っていただくこと
・ ステークホルダーの皆さ
まの関心のあるページを
個別にご覧いただくこと

ダイジェスト版（本冊子） 詳細版 ※WEB上に掲載

CSR Report 2009

＜ダイジェスト版＞

CSR Report 2009

＜詳細版＞
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ロームは、お客さまの要望に対して受け身で開発を行うのではなく、お客さま、市場、そして未来を見据えて、
「私たちの製品が社会に役立つことは何か？」と常に一歩先を見て開発を進めています。

［特集1］  次世代のニーズに応える製品の創造

微量血液分析システム“バナリスト”を開発
たった一滴の血液を吸い取って、チップごと測定機に装着。高速回転により遠心分離した血液を特殊なLEDの光で分析し、
診断を行います。

小さな電子部品で培って来た
モノづくりの技術を活かし、
チップ内に検査のためのあら
ゆる機能を集積。チップの内部
（縦5㎝、横4㎝、厚さ4.5㎜）
を最も細い部分で幅0.1㎜に
加工し、必要な血液量も従来
の100分の1に抑えました。

検出路

混合
エリア

注入口

遠心分離
検出光

試薬保持部

マイクロ
流路　

従来の血液検査

3日～5日と
時間がかかる

検査センター

町の病院

採血

検査
輸送 依頼・受け取りで、

手間がかかる
大病院で検査しても、

3時間程度

スピーディー
その場で完了

ROHMの
バイオチップなら

STEP.1
指先への穿刺

STEP. 2
血液採取

STEP.3
チップへの血液注入

STEP.4
測定機へのチップセット

STEP.5
ワンタッチで検査開始

STEP.6
結果のアウトプット

研究開発本部
副本部長 神澤　公

バナリストは、例えば新生児検査の際、できるだけ少ない血液採取で短時間・高精度なその場測定
を実現致しました。このバイオ技術により生活習慣病等の複数指標検査も手軽にできるようにな
ります。さらに、バイオ分野の将来はナノテクノロジーやエレクトロニクス等との技術融合でガン
やストレス等の検査や創薬等の応用展開も可能となります。
半導体で培った技術に新材料や異分野の技術を複合化することにより新しい機能（付加価値）を
実現していきます。
ロームは今後も「環境、安全（安心）、健康（医療）」をキーワードとした研究開発を行います。

＜メカニズム概念図＞

＜検査の手順＞ ※測定機はウシオ電機株式会社様の開発品です。

＜特徴＞
①小さなチップと卓上の測定機ですが、大型装置と同じ試薬と検査原理を用いているので、
ベッドサイドでも即座に検査センターと同じ結果が得られます。
②チップ状の使い捨てタイプなので、廃液が出ず、感染のリスクも低くなります。
③ボタン一つワンタッチで測定できるので、検査技術の発展していない地域の医療の発展に
貢献できます。
④洗浄いらずのメンテナンスフリーなので、水道設備が整っていない地域でも使用できます。

チップ

次の一歩はバイオの分野へ。
血液1滴で、メタボリックシンドロームや感染症の診断ができる新検査システム。
ロームの技術が患者の負担を軽くしています。
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クオリティーを高め、環境負荷を軽減するあかりを求められる時代。
空間の用途に合わせて使い分けられるLED照明をロームは開発しています。

地球環境保護意識が高まるな
か、省電力タイプの照明が求め
られており、長寿命、低消費電力
のLED照明は市場の拡大が期
待されています。

■ LEDだから、CO2削減。
　クリプトン球54W相当の明るさを7Wで実現。

■ LEDだから、長寿命。交換の手間も省けます。　　

CO2排出量（kg/年間）の比較

約11.3kg

約19.4kg

約64.8kg

約87.5kg

年間CO2排出量は1日8時間使用、1kWh=0.555kgでシュミレーションしたものです。

20 40 60 80 90
（kg）

棚下照明 直管蛍光灯形LED 電球形LED

LED Lighting

LED
1973年の開発・販売以
来、常に時代のニーズに
応えるLEDを開発。素子
組成レベルから研究開発
を行い、年間50億個と
いう世界トップクラスの
生産量を誇っています。

Power Module
電気製品の待機時消費
電力や動作時消費電力
を削減する、AC／DCコ
ンバータモジュールを開
発。地球環境への負荷を
軽減する、システムLSI
メーカーならではの小
型・高機能モジュールを
実現しています。

LSI
業界最高クラスの電力
変換効率を誇るロームの
LEDドライバ・高精度調
光機能等、LSIメーカー
ならではの技術を活か
し、より快適なあかりへ
進化させます。

Discrete
創業以来、トランジスタ・
ダイオード・コンデンサな
ど、あかりに必要なディ
スクリート製品を開発・販
売。その技術は、幅広い
分野で信頼と実績を重ね
ています。

ロームのLEDライティングを用いた
店舗照明の例

※この写真は一部CG合成です。

［特集1］ 次世代のニーズに応える製品の創造

セミコンダクターの技術を、あかりの世界へ。
ロームは半導体の総合メーカーとして、LSI、半導体製品を手がけてきました。
その技術を活かし、独自性の高い次世代のあかりを生み出します。



7　CSRレポート 2009

ロームでは、会社の礎となる社員が一体感を持ち、かつ健康づくりを推進するために、社内に「健康づくり委
員会」を組織し、社員のコミュニケーションと健康づくりに役立つ様々な活動を積極的に行っています。

［特集2］ 社員のコミュニケーションと健康づくり

ドッヂビーとは
柔らかい素材
でできたフリス
ビーを使ってドッヂボール形式で行うスポーツで、当
たっても痛くないので女性や子供でも安全に楽しむこ
とができるスポーツです。

第3回ドッヂビー大会（2008.6.28）ローム・スポーツフェスタ2008（2008.10.25）

ローム・スポーツフェスタ懇親会（2008.10.25）

コミュニケーションアップのイベント
ロームとローム従業員組合は、労使で相互理解を深めなが
ら事業を進めています。そのひとつとして社内の一体感を
醸成するため会社と組合の共催で様々なイベントを実施し
ています。
2008年度は「ロームスポーツフェスタ2008」と称して、玉
入れや大縄跳び、三人四脚、ボールリレー等の競技によるミ
ニ運動会と社員同士の交流を深めるための懇親会を開催。
100名を超える参加者があり、部署・世代を超えた交流がは
かれるようチーム編成を行ったことで、普段なかなか接する
機会のない他部署の人とコミュニケーションを深めること
ができたと参加者から大変好評でした。皆で大いに盛り上が
り、とても有意義なイベントとなりました。

仲間と一緒に汗を流す「ドッヂビー大会」
ロームではスポーツイベント「ドッヂビー大会」を毎年開催。
第3回大会では職場の仲間や同期同士等で結成された22
チーム合計260名を超える参加者がありました。
チーム対抗で優勝を目指し、白熱した試合が繰り広げられま
した。回を重ねるごとに参加者が増加しており、大変盛り上
がるロームの恒例イベントとなっています。

［参加者の声］
ドッヂビー大会

●男女ともに幅広い年齢の人が参加して、楽しめた
ことがよかった。
●仕事以外の機会で他部署の人と話すことがで
き、新鮮だった。
●職場のメンバーの素顔が見られたと思う。

［参加者の声］
ローム・スポーツフェスタ2008

●全員参加できるよう工夫されていた点が良かった。
●普段接する機会のない他部署の人と、交流を深める
ことが出来てとても良かった。

●知らない人と同じグループになっても一緒に何かを
するという目的があるので、話しやすかった。

●日頃の運動不足解消とストレス発散にもなり、とて
も楽しかった。

さらなる一体感へ。

目的に向かって一体となって突き進んできたローム。
チームワークを高め、次のステップへ向けて前進しています。
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哲学の道～京都御苑コース
（2008.4.12）

山科～皇子ヶ丘公園コース
（2008.10.4）

ビヨンドマーシャルセミナー
（2008.6.17）

体内対話～ZEN呼吸法セミナー
（2008.10.21）

ボールエクササイズセミナー
（2008.8.22）

メタボ対策講習会
（2008.9.17）

ベリーダンス／REPI
（2008.11.20）

環境管理部　安全衛生管理室
チーフ　松村瑠衣子

ロームでは様々な健康づくりイベントやセミナーを開催していますが、健康の保持増進やストレス
解消につながるだけでなく、一緒に体を動かすことによりコミュニケーションも深まるという効果
もあるため、仕事をスムーズに進める上でもその繋がりは非常に役立っています。今後も皆で楽し
みながら健康づくりができるイベントやセミナーを開催していきたいと思います。

［特集2］ 社員のコミュニケーションと健康づくり

健康づくりセミナー・講習会
運動習慣の定着、生活習慣の改善、リラクセーション等メン
タルヘルスに関する意識高揚のために、社内で様々なセミ
ナーや講習会を随時開催。社員が自分の体力を定期的に確
認するために毎年社内で体力測定も実施しています。

34回目を迎えた「歩こう会」
ロームの代表的な行事である「歩こう会」は、毎年春と秋に
開催。社員やその家族等約200名の参加者があり、季節や
景色を満喫しながら数キロ歩いた後、皆で様々なゲームや
イベント等で盛り上がり、楽しく健康的な休日を過ごします。
「歩こう会」は2009年4月で34回目を迎えました。

海外のグループ会社でも、楽しみながらできる健康
づくりイベントやセミナーを開催しています。

女性 59.7％

20代
44.1％

30代
33.8％

40代
14.3％

50代
7.8％

男性 40.3％

年齢比

男女比
非常に良かった
79.2％

まあまあ
良かった
19.5％

普通 1.3％

［ 参加者構成 ］ ［ 参加者満足度 ］ バドミントン大会／RWEM
（2008.6.1～5）

ミッドイヤーアクティビティ／RIST（2008.9.17）

元気な心と体で、輝く社員へ。

積極的な健康づくり活動で社員の健康度UP。
心と体、両方の健康を目指しています。
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※当グラフは製品納入先から用途を推定して作成したものであり、
当社の推測を含んでいますので、参考値としてご覧ください。

ローム株式会社／ROHM Co., Ltd.
本社／〒615-8585 京都市右京区西院溝崎町21
 TEL:（075）311-2121
 FAX:（075）315-0172
1958（昭和33）年9月17日
86,969百万円（2009年3月31日現在）
代表取締役社長／佐藤 研一郎
単独 3,144人（2009年3月31日現在）
連結 22,034人（2009年3月31日現在）
単独 247,537百万円（2009年3月期）
連結 317,140百万円（2009年3月期）

生産品目

【業績】

【用途別売上構成比】

【部門別売上高】

500,000
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300,000
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当期純利益営業利益 経常利益売上高

ヨーロッパアジア アメリカ日本

'05/3 '06/3 '07/3

受動部品 ディスプレイ半導体素子集積回路

'05/3 '06/3 '07/3

369,023

141,787

23,610

44,603

159,022

150,636

24,998

42,068

170,087

395,081

156,535

24,735

40,369

173,441

'09/3'08/3 '09/3'08/3

155,469

23,446
31,549

162,940

387,790 373,405

317,140

23,789
19,193

114,232

159,924

09年3月

映像
8.1%

音響
10.5%

部品・
ユニット
16.4%

産機その他
2.1%

自動車
8.6%

通信機器
11.8%

事務機
・電算機
13.4%

その他
11.5%

民生その他
15.2%

家電
2.4%

【地域別売上高・海外売上比率】
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4
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0
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海外売上比率

'05/3 '06/3 '07/3

174,159

13,990
19,021

200,100

15,138
16,282

156,268
161,852

209,738

15,212
16,459

153,671

'08/3

206,310

13,301
16,031

137,761

'09/3

168,679

11,684
12,985

123,791

56.1
59.7 61.1

63.1
61.0

集積回路(IC/LSI)
●  パワーレギュレータIC
●  パワードライバ IC
● コミュニケーションLSI
● ワイヤレスLSI
● ビデオ／グラフィックLSI
● オーディオ／サウンドLSI
● ディスプレイLSI
● マイクロコントローラ
● メモリLSI
● スタンダード IC
● センサ IC

受動部品
●  抵抗器
● タンタルコンデンサ
● EMIフィルタ

個別半導体
ディスクリート半導体
●トランジスタ
● ダイオード

光半導体
● LED
● 半導体レーザ
● 光センサ
● フォトリンクモジュール

モジュール部品
● パワーモジュール
● プリントヘッド
● LEDディスプレイ
● LEDライティングモジュール

バイオチップ

369,023
387,790 395,081

373,405

317,140

商 　 号
所 在 地

設 立
資 本 金
代 表 者
従業員数

売 上 高

ロームグループの概要・現況 

業績の概要
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【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

選任・解任

会計監査人

監査役
代表取締役

株　主　総　会

［ 監査機能 ］

［ 執行機能 ］

監査

グループ関係会社

監査室
（内部監査部門）

連携

連携

連携内
部
統
制

推
進
室

管
理
部
門

営
業
部
門

製
造
部
門

研
究
開
発
部
門

取締役会（取締役）

情
報
開
示

 

委
員
会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

 

委
員
会

リ
ス
ク
管
理

 

委
員
会

ROHM GROUP

【ガバナンス体制図】

コーポレート・ガバナンス

ロームのコーポレート・ガバナンス体制

ロームでは、企業がお客さま、お取引先さま、社員、株主・投資家の皆さま、社会・地域の皆さま等、すべてのステークホルダーに支
えられた存在であるとの認識に基づき、企業の運営及び行動が公正性、健全性、透明性に根ざしたものでなければならないと考
え、ステークホルダーに配慮した企業価値の向上を目指し、迅速・的確な経営判断を行える体制を構築するとともに、経営監視機
能の強化を図り、コーポレート・ガバナンスの充実に努めています。

■□ 取締役会（取締役）
ロームでは、取締役会において、各々独立性を有した取締
役が、グループ経営に関し、十分な議論のうえに的確かつ迅
速に意思決定を行うことができるよう、その人数を10名以
内と定め、その機能を高めています。取締役会は、経営上の
重要事項について決定を行うほか、取締役の業務執行の監
督を行っています。また、利益相反等の問題回避のため、各
取締役（及び監査役）に対する確認を継続的に実施していま
す。また、取締役の役員報酬及び役員賞与の決定にあたって
は、当該期の連結経常利益を評価指標とする業績連動型報
酬制度の導入により、取締役の経営責任の明確化に努めて
います。

■□ 監査役会（監査役）
経営の透明性・客観性を確保するため、監査役会は、5名の
監査役全員を社外監査役で構成しています。各監査役は、
取締役会その他の重要な会議への出席や、業務の調査等を
通じて、取締役の業務執行に対する監査を行っています。ま
た、会計監査人や内部監査部門と連携し、監査精度の向上を
図っています。

2008年度には、取締役による相互監督機能をさらに強化する観点から社外取締役1名を新たに選任しました。また、法令の施
行に合わせて、内部統制推進室を新たに組織し、ロームグループ全体の業務プロセスを適正に維持するよう、内部統制の充実を
図りました。2009年度についても引き続き、取締役会、監査役会、内部監査部門等が連携し、取締役の職務執行をはじめ、各部
門の業務が法令及び定款に適合するよう、コーポレート・ガバナンスの強化を図っていきます。

■□ 各種委員会
情報開示、リスク管理、コンプライアンスについては、それぞ
れ専門委員会を設置し、豊富な経験や専門知識を有する委
員による討議を経て、より適切な判断を行うとともに、啓蒙
活動等を通じて法令遵守を徹底し、コーポレート・ガバナンス
の強化を図っています。

■□ 内部監査部門
ロームは内部監査部門として、監査室を設置しています。監
査室は、ロームグループ全体の業務について、役員・社員と
の面談や文書・帳票類の査閲等の監査を行うとともに、監査
役や会計監査人とも連携することにより、社内規定の準拠
性、資産の健全性等の監査を実施しています。

■□ 内部統制
ロームは、内部統制推進室を設置し、会社法及び金融商品取
引法により求められる内部統制システムを構築、強化してい
ます。財務報告の信頼性を確保するだけでなく、業務プロセ
スを適正に維持し、事業活動に関わる法令等の遵守、資産の
保全を図っています。
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■□ コンプライアンス委員会の設置
ロームでは、企業として求められる適切なコンプライアンス
体制を確立、維持し、また啓蒙、推進するため、取締役を委員
長とするコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアン
ス違反の防止を図っています。なお、監査役及び監査室長も
オブザーバーとして委員会に出席し、日常の業務監査との連
携を図っています。

■□ コンプライアンス・リーダーの設置
ローム本社及び国内関係会社においては、コンプライアン
ス委員会の下、各部門ごとにコンプライアンス・リーダー及
びサブリーダーを設置し、企業活動の現場におけるコンプラ
イアンスのより一層の徹底を図っています。

■□ 相談・通報窓口の設置
ロームでは、ロームグループでのコンプライアンス違反に関
する相談に応じ、また違反等の情報をいち早く把握し、適切
に対応するため、コンプライアンス・ホットラインを設置し、コ
ンプライアンス・カード配布や社内報を通じて全社員に周知
しています。このホットラインを通じた相談・通報者について
は、公益通報者保護法の趣旨に則り、相談・通報したことによ
る不利益が生じないよう社内規定を定めています。

■□ ロームグループ行動指針
ロームは、日々の事業活動の中で遵守すべき倫理上の基本
的なルールを明らかにした「ロームグループ行動指針」を
ローム本社、国内関係会社のみならず、英語・中国語・韓国語・
タイ語・ドイツ語・フランス語・マレーシア語・台湾語へ翻訳し、

海外関係会社を含むすべての役員・社員へ配布したうえで、
これを遵守する旨の誓約書の提出を受けています。
また、社内規定の整備を進め、例えば、社内での不当な差別
やセクシャル・ハラスメント、パワー・ハラスメントの禁止、強
制労働・児童労働の禁止、インサイダー取引の禁止、反社会
的勢力との取引の禁止、贈収賄の禁止、政治資金を含む寄
付金についての適正な手続き遵守等が、全ロームグループ
において徹底されるよう努めています。

■□ 社内啓蒙活動
ロームでは、新入社員から主任、係長、部課長クラスを対象
とした各階層ごとのコンプライアンス研修のほか、社内報に
おけるコンプライアンス違反事例のわかりやすい解説の連
載等、社内での継続的なコンプライアンス啓蒙活動の実施
に努めています。

コンプライアンス

ロームのコンプライアンス体制について

2008年度には、コンプライアンス・ホットラインのより一層の利用促進のため、相談・通報先等
を記載したコンプライアンス・カードを作成し、ローム本社及び国内関係会社の全社員に配布
しました。さらに、「コンプライアンス・ホットライン応対ROOM」を設置し、相談・通報者のプラ
イバシー保護を図っています。また、新入社員から管理職、コンプライアンス・リーダーに至る
各階層に対して、コンプライアンス研修を実施しました。
2009年度の新たな取り組みとしては、コンプライアンスに関する意識調査、インサイダー取
引防止等の個別テーマについての研修の充実等を予定しています。また、海外関係会社にお
けるコンプライアンス・リーダー設置等のコンプライアンス体制の充実を検討していきます。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

企業の社会的責任が厳しく問われる現在、企業が社会を構成する一員として、将来にわたって存続、発展していくためには、法令や
倫理を遵守することが不可欠です。また、ロームの経営基本方針である「品質保証活動の徹底を図り、適正な利潤を確保する」に
は、すべての役員・社員が、高い倫理観をもって、公平かつ公正な企業活動を行うことが大前提となります。
ロームグループでは、このような考えの下、コンプライアンスをグループの重要課題のひとつととらえ、グループ内の役員・社員
一人ひとりが、常に法令・企業倫理を確実に遵守し、社会の良識に基づき、日々誠実に事業遂行
するよう努めています。また、社内規定の整備をはじめとするコンプライアンス体制の確立に
努めるほか、様々な施策を通じ、かつあらゆる機会を活用して社内啓蒙活動を行い、海外を含
めた全ロームグループにおけるコンプライアンスの徹底・強化を図っています。

コンプライアンス研修風景
（2009.2.27）

コンプライアンス・カード

　【ロームグループ行動指針】
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情報セキュリティ／知的財産に対する取り組み

情報セキュリティ

知的財産に対する取り組み

■□ OKIセミコンダクタ統合における、企業統
治に関する機密情報保護徹底の活動

OKIセミコンダクタのロームグループへの統合により、短期
間で様々なシステム統廃合の必要がありましたが、OKIセミ
コンダクタに対しても、今までのロームグループと同等レベ
ルのセキュリティ確保を実現しています。
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その他
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日本

‘08‘07‘06‘05‘04

※’07年度以降、届出された発明の中から真に有効な特許のみを
　厳選し出願しているため、減少しています。
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【特許出願件数の推移】

セキュリティ施策の関心が高まる中、ロームではセキュリティの維持・向上を常に考えています。

ロームは、特許を中心とする知的財産権の適正な確保と運用が、お客さまにローム製品を安心して使用していただくために不可
欠との考えから、発明の届出を積極的に奨励するとともに国内外に多くの特許出願を行っています。また、他社の知的財産権を
尊重するとともに、お客さまの利益を損なうような他社からの知的財産権の行使に対しては、一体となってお客様の利益を守っ
ていく体制をつくっています。

2008年度は、ロームグループとセキュリティレベルの異なるOKIセミコンダクタのシステム統合を実施しました。2009年度
には、OKIセミコンダクタ単独でセキュリティを維持できる環境を構築し、今以上のさらなるセキュリティ向上を目指します。

2008年度は上記の考え方に従い、積極的に出願、権利化を推進してきました。その結果、2008年現在で日本特許2,300件、
海外特許は米国特許約2,000件を中心に多くの有用な特許を保有しています。2009年度はより効率的な特許取得を目指し、
出願を厳選し、真の使える特許を取得するよう邁進していきたいと考えています。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

2008年度OKIセミコンダクタ統合による
システム変更ポイント

①ローム社内業務システムの展開
②内線・EDI※1システム等のインフラ構築
③旧沖電気社内システムの切り離し
④国内及び海外WAN※2環境構築

■□ 秘密情報保護の徹底

ロームでは、お客さまの個人情報及びプライバシーにかか
る事項につき、「個人情報の保護に関する法律」及び「個人
情報の保護に関する法律についての経済産業分野を対象と
するガイドライン」等に基づいて、個人情報の利用目的を明
確にし、適正に取得し、安全かつ正確に管理しています。さら
に、自社の秘密情報はもとより、契約に基づき入手したお客
さまの秘密情報も適切に保護するよう、情報セキュリティポ
リシーを策定し、セキュリティ事故防止に対する仕組み作り
や、全社員に対しての意識向上に取り組んでいます。

■□ ローム社員に対する特許教育
ロームでは、特許等の知的財産についての意識向上や、発
明発掘から権利行使までの一貫した権利取得を定着させる
ことを目的として、教育を行っています。
例えば、新入社員への入社時研修における知的財産の必要
性に関する研修や、必要に応じて部内研修や開発部門への
研修を行っています。

Electronic Data Interchange。商取引に関する情報を標準的
な書式に統一して企業間で電子的に交換する仕組み。
Wide Area Network。LANと比較して広範囲に及ぶネットワー
クのこと。

※1 EDI:

※2 WAN:
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取 締 役 会

代表取締役

ローム本社
（主管担当部署）

リスク管理
委員会

グループ会社

・ リスク予防及びリスク発生時の対応の実務
・ グループ会社への指導・展開、確認
・ リスク管理委員会への報告

・ 本社からの指導に基づくリスク予防実施
・ 本社主管担当部署への報告

・ リスク管理体制の強化と指導
・ 取締役会への報告

リスクマネジメント
ロームでは、リスク管理が、ロームグループのコーポレート・ガバナンスに関わる重要事項であることを認識し、経営に重大な影響
を及ぼすリスクの予防に努め、もってリスク発生による企業としての損失を最小限に止めるよう努めています。
また、リスク管理規定において重要なリスクを、品質異常、生産、物流、自然災害、情報通信、人事、財務等の分野ごとに定義づけ
ており、リスクに関わる主管担当部署が、グループ会社を含めてこれらを管理しています。重要なリスクやリスク予防体制はリス
ク管理委員会が確認をする体制となっています。

■□ 防火・防災管理体制と自主防火パトロールの実施
防火対策委員会と専門部会
によるパトロールと会議及び
職場ごとの火元責任者等によ
る自主点検によって防火管理
の強化を図り、火災・災害リス
クの低減を推進しています。

■□ 京都市長から「優秀自主防火事業所」表彰を受賞
ローム本社では日頃の自主
防火防災活動に特に尽力した
として、2009年「消防記念
日」表彰式において京都市長
から「優秀自主防火事業所」
表彰を受賞しました。

■□  地震への初期対応について
社員、来客の安全確保のため緊急地震速報を活用した一斉
緊急放送を導入し、社内定着のために訓練放送を実施して
います。また、防災倉庫を設置し、救助資機材をはじめ事業
復旧に向けての食料品、生活用品等を備蓄しています。

災害への備え

事業継続マネジメント（BCM）への取り組み

2008年度はリスク管理委員会を通じて会社の運営・業務・財産に多大な影響を及ぼす恐れのある重要なリスクと、その適切な
管理体制の強化に取り組んできました。さらに、グループ全体でその情報を共有化しています。2009年度も同様の取り組みを
継続し、リスク発生による損失を最小限に止めるよう引き続き努めていきます。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

【リスク管理体制】

防火対策委員会による全社防火
パトロール（2008.11.13）

京都市長から「優秀自主防火
事業所」表彰受賞（2009.3.8）

緊急地震速報の受信画面

自衛消防隊訓練／REPI(2008.9.15)

防災倉庫に格納された備蓄品

■□ 自衛消防隊組織の編成と防火・防災訓練
有事に備えて自衛消防隊組織を編成し、各社の状況に応じて
小型動力ポンプ、化学防護服、防災防火衣、救助資機材等、
火災や地震等の災害に対応した装備を配備しています。
また、災害発生時に迅速かつ適切な活動ができるよう火災
や地震を想定した実践的な消火訓練、総合避難訓練、危険
物を取扱うクリーンルームでの訓練も実施しています。各地
域の訓練大会や総合防災訓練にも参加して地域防災への
協力に努めています。
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ロームとステークホルダー

【ロームとステークホルダー】

企業は、それを取り巻くあらゆるステークホルダーの信頼と
協力を得ることなくしては、その事業活動を成り立たせるこ
とはできません。そのため、ロームは、永続的かつ総合的な
企業価値の創造と向上を目指すためには、すべてのステー
クホルダーとの間で良好な関係を構築し、協力し合うことが
不可欠であると考えています。また、企業の生み出す利潤
が、株主・社員・地域社会その他、企業を取り巻くすべてのス
テークホルダーと、競争力を強化する事業投資のための企
業自体の内部留保とに、それぞれ適切な配分で還元される
ことが肝要であると考えています。このような考えのもと、
ロームは、日々、ステークホルダーとの間で良好な関係を築
いていくことを目指しています。

■□ お客さま
「つねに品質を第一とする」との企業目的のもと、優れた品
質、性能を有する製品と適時的確なサービスを安定的に供
給することにより、お客さまの満足と信頼を得ることを目指
しています。また、お客さまへの誠実な対応を心がけ、お客
さまの声を積極的に伺い、これを社内に反映させるよう努め
ています。さらに、製品の安全性を最優先し、それに関する
情報の適切な開示に努めています。

■□ お取引先さま
材料・半成品等の購入に際しては、国内外に広く門戸を開
き、公正で合理的な基準によってお取引先さまを選定して
います。また、関連法令を遵守した上で、お取引先さまと
の信頼関係を大切にし、対等かつ公平な取引を行っていま
す。さらに公正な取引により、お互いが繁栄することを目指
しています。

■□ 社員
適材適所の観点から社員を適切に配置することにより、一人
ひとりの社員が専門性を活かし、主体性を発揮できる「自己
実現企業」を目指しています。また、安全で働きやすい職場
環境を確保するとともに、人間性と個性を尊重し、公正で明
るい職場づくりに努めています。

■□ 株主・投資家の皆さま
継続的な企業価値の向上を実現させ、適正な利潤を確保す
ることにより、株主・投資家の皆さまへ還元することを目指し
ています。また、国内外の投資家向け説明会やインターネッ
トを通じた財務情報の提供等、積極的かつ幅広いIR活動を
通じて、説明責任を果たしています。

■□ 社会・地域の皆さま
地域社会との交流を深めるとともに、社会貢献活動や文化・
芸術・スポーツ活動、また、その支援活動を実施しています。
さらに、世界中のあらゆる拠点において、日々の事業活動を
通じ、地球環境保全のための活動を積極的に行っています。

ステークホルダーとのかかわり
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■□ 品質管理体制
ロームでは、社長の下に開発部門、生産部門、営業部門、管
理部門、経理部門、品質・環境部門、直轄部門が組織されてい
ます。生産部門内には、製品（LSI,TR,LED等）に対応した製
造部が置かれ、日常の品質、コスト、納期についての管理業
務を担っています。各製造部内にはQC部門があり、各製品
の環境、品質保証全般を担当します。
品質・環境部門には品質保証部が組織されており、製造部や
本部の枠を越えた全社に関わる品質システムの構築や情報
展開と製造部QC部門の業務監視を行っています。
新製品開発時には、お客さまのご要求を満足する安全で信
頼のおける製品をタイムリーに世に送り出すために4段階
の設計審査、初期流動、量産の各段階の評価を行い、改善情
報は上流にフィードバックされて逐次対処されると同時に次
期設計に展開される仕組みになっています。

お客さまとのかかわりと品質へのこだわり

【新製品開発の流れに沿った品質保証体系図】

開発検討
会議

設計審査
（DR1～DR4）

量産移管
（初期流動） 製　造 検　査 出　荷

新製品企画

品質保証部

設計・試作 製造・出荷

製品開発・技術・製造・QCの全関連部門が参加

設計・標準書へのフィードバック

お客さまの声を源流へフィードバック

お客さまの評価
顧客満足度

お客さまからの
市場要求

開発部門

生産部門

社　長
営業部門

管理部門

経理部門

製造部

製造部

製造部

品質保証部

QC

QC

QC

品質・環境部門

直轄部門

【品質管理推進体制】

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

お客さまの求められる性能と機能を有した製品を適時に安定的にお届けするとともに、優れた品質により安心してお使いいただ
き、信頼されるローム製品でありつづけることがロームの使命と考えています。

創業以来、私たちは品質第一を企業目的に掲げてお客さまへ良い製品をお届けできるよう全部門の連携協力のもと、品質改善
活動を展開しています。また、お届けしたローム製品がお客さまのお役に立ち、文化の進歩向上に少しでも貢献できることが私
たちの希望でありロームの企業経営の基本理念となっています。

2008年度は、安定したものづくりのために4M※1の固定化と徹底した変更管理を行うとともに、工程や市場からの品質情報を
もとに改善点の水平展開に取り組んできました。
2009年度、私たちは「品質は“思いやり”である。」をスローガンとして活動していきます。
創業以来、掲げてきた「われわれは、つねに品質を第一とする…」の企業目的を初心にかえって実践するため、経営方針の一つを
「品質第一」と定めて新製品の設計審査や変更管理の徹底により十分な工程能力※2のある次世代の品質レベルをめざしてチャ
レンジしていきます。 ※1　4M：MAN（人）、MACHINE（設備）、MATERIAL（材料）、METHOD（方法）

※2　工程能力：その工程で生産された製品が、どの程度決められた規格を満足できるか知る指標

【品質管理基本方針】

社内標準化を全社的に推進し、データによる管理体制
を確立する。
総合的かつ継続的な調査活動を行い、新技術、新製品
の開発に努める。
企業活動のあらゆる分野において、統計的方法を積極
的に活用する。

すべての工程において、品質保証の体制を確立する。
つねに生産方式の近代化を図り、製品のコスト低減に
努める。
材料、半成品の購入に際しては、契約によって納入者に
品質保証をさせること。

1.
 
2.

3.

4.
5.

6.
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7
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3

2

1

一
次
回
答
平
均
日
数
（
日
）

（年度）

国内
海外

QAセンター展開

京都本社

新横浜タイ

ドイツ

QAセンター室内

上海 京都本社

新横浜タイ

シンガポール 香港 アメリカ

ドイツ

QAセンター室内

台湾

上海

※一次回答の内容充実のため、若干時間が増加しています。

■□ 壊れない製品づくり
小さな形状の中に、多くの機能を盛り込んだ半導体部品は、
一般に壊れやすいものです。
ロームではこの問題に挑戦し壊れない製品づくりに取り組
んでいます。トランジスタでは静電気により部品が壊れるこ
とを防ぐために保護機能を盛り込んだ高耐圧トランジスタ
を開発し、またLSIでは、専門チームが過酷な条件下でも壊
れない回路の開発や保護回路導入を促進し、長期に渡り安
心してご使用いただける製品の提供をおこなっています。

【ＱＡセンターの設置】

【クレーム回答日数の推移】

■□ ワールドワイドのお客さま対応クレーム
 即日対応（24時間以内のクレーム回答）
世界中のお客さまに迅速かつ密着した対応をさせていただ
くために、世界の主な拠点9箇所にQA※センター（本社は含
まない）と名づけた各種解析装置を保有した製品解析セン
ターを設置しています。技術対応のできるスタッフが地域に
密着した対応をさせていただくとともに、日々解析技術レベ
ルの向上に努めています。製品不具合情報をいただいた場
合には、24時間以内にお客さまにクレーム回答を実施する
ことを目標として活動しています。ローム本社を中心に各拠
点はＴＶ会議システムでつながれタイムリーな情報共有がで
きる体制を整えお客さまのご要望にお答えしています。

■□ 徹底した品質管理教育　　
製品の設計、生産、販売、お客さま支援のあらゆる面で品質第
一を実践するために、ロームでは品質管理の社員教育に積極
的に取り組んでいます。QC手法、信頼性技術等の知識はもと
より、「次工程はお客さ
ま」、「品質は思いやり」
との精神に則り社内取
り組みと誠意ある顧客
対応ができる人材育成
を目指しています。

万一、内部の一部が破壊した場合でも代替えできる素
子や回路をあらかじめ組み込んでおくことで機能を維
持できる構造にしています。

各工場では、ほぼ毎日、品質に関する教育を行っています。

社内品質管理教育風景（2008.5.12）

【高耐圧トランジスタ】

教育訓練風景

教育道場

【WセルEEPROMメモリー】

従来の構造 W-Cell構造

独自の外周保護Di構造によ
り、高静電破壊耐量を実現

［ 工場での教育 ］
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■□ 調達方針
ロームでは、以下の項目をロームグループの調達方針とし
て定め、お取引先さまからご理解をいただいています。
～ロームグループ調達方針～
1. 関係法令を遵守し、環境保全・資源保護に配慮した取引を
目指します。

2. お取引先さまに対しては、常に対等な立場で接し、公明正
大な取引を目指します。

3. お取引先さまとのコミュニケーションを大切にし、良好な
関係づくりを目指します。

■□ お取引先さま選定基準
1. ロームグループの基本的な考え方を理解していただける
こと

2. 健全な事業経営を推進していること
3. 品質・納期・安定供給を保証していただけること
4. 競争力のある価格であること
5. 優れた技術と新規性がある開発力を有していること
6. サービス、情報提供に協力的であること
7. 環境保全へ積極的に活動していること
8. CSRを積極的に推進していること
9. 企業倫理が浸透していること

■□ CSR調達
ロームグループでは、お取引先さまに対しての工場監査結
果、環境評価認定結果、ISO取得状況等をチェック項目に加
え、定期的に取引先評価を行っています。
また、公正な取引を実現するため、2003年に新・下請法遵
守マニュアルの改訂を行い、ロームグループの購買部門並
びに関連部門の社員を対象に、下請代金支払遅延等防止法
の勉強会を実施し、下請法遵守の徹底を行っています。

2008年度は、CSR活動の推進を目的として、下記CSRの内容を盛り込んだ取引基本契約書の締結を進めてきました。
2009年度は、引き続き全てのお取引先さまとの取引基本契約書の締結完了を目指すとともに、下記の項目をCSRの推進項目
と定め、お取引先さまに対しても、CSRに配慮した事業活動を積極的に行なっていただけるようお願いしていきます。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

ロームの企業目的は、つねに品質を第一とすることです。この基本理念のもと、国内・海外全てのお取引先さまとともに、人類の
健康的な存続と社会への貢献を目指しています。

お取引先さまとのかかわり

【新・下請法遵守マニュアル】

同左
（2008.10.10）

海外での監査の様子（RIST）
（2008.7.11）

CSRに関するお取引さまへのお願い

人権・労働 …強制的な労働の禁止等
安全衛生 …機械装置の安全対策、職場の安全・衛生等
環境 …製品に含有する化学物質の管理等
公正取引・倫理 …優越的地位の濫用の禁止等
品質・安全性 …製品安全性の確保等
情報セキュリティ …コンピュータ・ネットワークの脅威に対する防御等
社会貢献 …社会・地域への貢献等

Ⅰ.
Ⅱ.
Ⅲ.
Ⅳ.
Ⅴ. 
Ⅵ.
Ⅶ.
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■□ 社員の意欲にこたえる人事制度
ロームは、年齢や性別に関係なく実力のある人材を積極的
に登用し、社員の意欲を業績につなげています。業績に大き
く貢献した社員に対しては社長賞として最高1,500万円の
表彰金を贈呈する等、社員の創意を引き出し、成果に適切に
報いる仕組みを取り入れています。2008年度社長賞表彰
式では、約300件の表彰を行いました。また、社員意識調査
を継続実施し、調査結果を社内報等で社員へフィードバック
するとともに、社員の要望を人事施策に取り入れています。

■□ 人権尊重について
ロームは、国際労働機関（ILO）による「労働における基本
原則及び権利」を尊重し、ロームグループ全体のスタンダー
ドとして強制労働や児童労働の禁止、機会均等と多様性の
尊重、性別・年齢・国籍・人種・民族・信条・宗教・社会的身分及
び身体障害を理由とした不当な差別の禁止、結社の自由及
び団体交渉の自由を規定し、一人ひとりの人権を尊重して
います。また、京都人権啓発企業連絡会に加盟し、積極的
に人権啓発活動に参加しています。2008年度は11月8
日・9日の「世界人権宣言60周年 京都ヒューマンフェスタ
2008」に加盟会社の一員として参加し、同会のPR活動を
行いました。

社員のモチベーション向上を図るために、多角的な取り組みを行ってきました。今年度の企業業績の回復は、社員の総力の結集
にかかっていると考え、さらに社員の創意を引き出す環境づくりに努めていきます。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

企業の恒久的な繁栄の礎となるのが、社員一人ひとりの力です。社員の人格を尊重し、適材適所に努めることにより、社員の専門
性を活かし、主体性を発揮できる「自己実現企業」を目指します。

社員とのかかわり

職場の様子

3.0

2.0

1.0

0.0
（年）

(%)

‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08

法定雇用率

障がい者雇用率

障がい者雇用率グラフ

■□ 充実の福利厚生制度
ロームでは、社員が安心して働ける環境づくりをめざして、
福利厚生制度の充実を進めています。社員食堂では社員
の健康増進のため、低カロリーで栄養価のバランスのとれ
た「リコレクトメニュー」を提供するなど、社員の要望に合っ
た新メニューの提供を積極的に行っています。また、2009
年度からは、会社・従業員組合・食堂会社によって構成された
「食生活向上委員会」の体制を強化し、各職場から寄せられ
た社員の声をメニューに活かすほか、「食育」にも力を入れ、
啓蒙していきます。
社員参加イベントとして、2008年度も社員とご家族向け
に「夏休み親子電子工作教室」を京都本社及び新横浜で開
催しました（8月9日、23日）。今年のテーマは「エコ」で、太
陽電池や牛乳パックを利用してラジオや車を作り、ロームの
「エコ」への取り組みを紙芝居にしてわかりやすく紹介しま
した。

■□ ノーマライゼーションへの取り組み
2008年度の障がい者雇用率は、ロームグループ全体で
2.3％を確保しました。ロームグループ全体の障がい者
雇用率は2004年以来5年連続で、2％以上をキープし
ています。障がい者雇用率の安定を図るため、ロームでは
2006年11月に障がい者社員のモチベーション向上、安
定した雇用の提供を図るため、昇給制度、評価制度を導入し
た結果、定着率が大幅に改善されています。

電子工作教室（2008.8.9） 同左

社長賞表彰式 (2009.1.30)
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■□ 教育制度
人材育成の日々の実践をうたった「教育訓練基本目標」、
「教育訓練基本方針」のもと、新入社員研修・階層別研修は
もとより、専門性を高める教育プログラムを備えています。
2008年度の階層別教育では受講者は社員の約23％に
のぼり、研修の受講者アンケートで「満足」との回答が8割

を超えています。今後
もさらに、社員のスキ
ルアップのためのカリ
キュラム開発を進めて
いきます。

■□ 社員のアイディアを活かす
ロームでは社員のアイディアを業務に活かすため、改善提
案活動を積極的に行っています。業務改善にとどまらず、日
常のちょっとした「気づき」も積極的に応募を奨励し、「最多
エントリー賞」、役立つ情報は「知っ得賞」、抜群にわかりやす
いイラストの提案には「イラスト賞」等ユニークな賞を設け
て、社員の応募意欲が高まる工夫を取り入れています。昨年
度の「改善提案コンテスト」では、応募総数約1300件を改
善提案委員会にて審査し、約800件の受賞テーマを選んで
表彰しました。

3年目フォローアップ研修（2009.1.22）

改善提案コンテスト（2008.8.18～9.8）

受賞例の紹介（2008.12.24）

新任係長研修の様子（2008.11.20）

フォローアップ研修を受けて
入社して一年目でLSIの新機種開発に携わり、三年目
でその機種のシリーズ展開を行っていた時期にフォ
ローアップ研修を受けました。この研修では、入社して
から現在までの仕事内容を振り返り、今後のステップを
考えます。入社して三年が経過した時期に改めて自分
自身と向き合うことで、漠然としていた自身のキャリア
デザインへの意欲が高まり、能力開発の目標を明確に
することができました。
また、普段交流を持たない部署の同年代の社員と話
し合うことで、それぞれ違った持ち場の中での働きを
知り、自身の役割を再認識することができました。仕

事を行う上で壁にぶつかっ
た際、多種多様な仕事内容
に適応する共通な問題の
解決方法を知ることがで
き、職種にこだわらない総
体的な視点で考える力が
身についたと思います。

タイの関係会社であるRIST(ROHM Integrated 
Systems(Thailand)Co.,Ltd.)では、タイ国立タマ
サート大学と提携し日本語研修プロジェクトを立ち上
げました。タマサート大学は数多くの優秀な人材を輩
出している名門大学であり、日本語教育においても
20年以上の歴史があります。今回のプロジェクトは、
社員を対象に、大学と共同策定した研修プログラム
を社内で受講するものです。2007年11月から半年
単位のカリキュラムをスタートし、年間約130名の社

員が受講する計画です。
2008年5月には第一カ
リキュラムが修了し、修
了者にはタマサート大学
から修了証が授与されま
した。

「品質第一」を企業目的に掲げる中で、海外事業にお
いて現地社員の日本語能力を高め、コミュニケーショ
ンを円滑に行うことは、極めて重要なポイントです。ま
た、この活動は一流大学
の高水準の教育を受けら
れることによる社員のモ
ラール向上や、日本・タイ
間の相互理解にも繋がる
と考えています。

【大学との共同による日本語研修プロジェクト】

タマサート大学修了証(2008.5.6)

左／ RIST 人事課 中島桃子
右／ 同 Waraporn A 
 （ワラポン）

KTC　LS I 開発本部
石松　祐司
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■□ 14年間休業災害ゼロ達成と無災害記録証の受理
ローム本社は14年間休業災害ゼロを継続しています。
2009年1月には労働時間換算で連続6,000万時間に達
し、現在も記録更新中です。2004年には労働基準監督署
から最上位（第五種）の記録と
なる「無災害記録証」を受け、
今後も災害ゼロを目指した活
動を継続していきます。

■□ リスクアセスメント
労働災害の危険の芽（リスク）を事前に摘み取る有効な手段
として「リスクアセスメント」を導入し、全社に展開していま
す。ロームでは、装置及び化学薬品に対するリスク評価を独
自の厳しい基準で行い、リスクレベルが許容範囲内となるよ
うに対策を実施するこ
とを義務付けており、
労働災害の未然防止
に役立っています。

2008年度は、類似災害防止対策として水平展開シートを配付して確認、指導を実施しました。また各職場の安全衛生活動の活
性化を図るための活動評価システムを導入し、運用を開始しました。加えて、健康づくり活動を活性化させ、参加者の拡充を図り
ました。（健康づくりイベント及びセミナー参加者前年比35％アップ）
2009年度は、ロームグループ全体での徹底した再発防止策により、災害の発生を未然に防ぎます。また医務局と連携し、健康づ
くり活動のさらなる活性化及び効率化で心と体の健康増進を図る予定です。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

安全衛生基本方針に基づき、社員の安全確保と健康の保持増進を
図るとともに、快適な作業環境の形成を促進するために、中央安全
衛生委員会をはじめ、右記のように組織し、活動しています。

安全・衛生・健康
中央安全衛生委員会

交通事故防止委員会

安全衛生専門部会

装 置 専 門 部 会

ガ ス 専 門 部 会

化学薬品専門部会

付帯設備専門部会

健康づくり委員会

1. 我々は、製品の開発・製造・販売及び輸送の活動にお
いて、安全衛生管理に関するすべての法令及び社内
規定を遵守するものとする。

2. 我々は、設備・機械・原材料・プロセスの安全衛生確保
上適正な方法でのみ、製造・販売・輸送及び廃棄を行う。

3. 我々は、すべての従業員に対して安全衛生に関する教
育・訓練を継続して行うとともに、自ら率先垂範して実
践する。

その安全性・健康への影響度を事前評価した上で、従
業員及び関係者に周知させる。

5. 我々は、危険物等による緊急事態への対処方法の確立
にリーダーシップを持って取り組み、社内のみならず
地域への影響を防ぐ。

6. 我々は、すべての従業員の健康確保に努め、快適かつ
健康的な職場の形成を推進する。

7. 我々は、継続して自主的に上記の活動を見直し、適切な改
善を行うことにより、安全衛生管理レベルの向上を図る。4.   我々は、我社の製品及び職場の化学薬品等について、

【安全衛生基本方針】

■□ ロームグループ労働災害発生状況
安全衛生活動の充実により、近年は年間数件から十数件の
災害件数となっています。

■□ 安全衛生教育
定期的な社内安全衛生教育の実施、また社外講習会への派
遣により、法的に必要な資格のみならず安全衛生関連の資
格取得を推進しています。ロームでは、国家資格である衛生
管理者（衛生工学衛生管理者）資格を300名が取得し、また
安全管理者や有機溶剤作業主任者についてはのべ1,800
名超の社員が教育を修了しています。

第五種無災害記録証

リスクアセスメントシート VDT作業管理者講習会(2008.10.8) ライフゼム講習会（2008.11.14）

ロームグループ労働災害発生状況
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※労働災害件数は、休業災害と不休業災害の合計で、構内協力会社を含む

※1  度数率＝   ※2  強度率＝

2008年度
ローム本社
グループ会社

強度率※2

0
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0
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労働災害による死傷者数
延実労働時間数

×1,000,000
延労働損失日数
延実労働時間数

×1,000
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■□ 交通安全教育
社内で独自の厳しい社用車免許制度を導入しており、研修
や同乗指導を行っています。また、マイカーやバイク、自転車
通勤者に対して、交通安全意識高揚のための講習受講を義
務付けており、併せて交通事故防止委員会による会社周辺
道路及び駐車場・駐輪場パトロールを実施するなど、交通事
故防止活動のみならず通勤マナー向上の啓蒙活動も実施し
ています。

■□ 社内パトロール
安全衛生監査及び各専門部会パトロールにより、職場の環
境、作業の不具合を抽出し是正しています。また、巡視衛生
管理者を職場ごとに選任し、各職場の衛生環境状況を週
1回チェックするとともに、別途行われる産業医によるパト
ロールでは、社員の愁訴の有無を確認し、健康管理面での
フォローアップを行っています。

■□ ロームグループの安全衛生活動連携
国内外の全生産拠点のグループ会社の安全衛生担当者が
集まり「安全衛生実務担当者会議」を開催し、グループ全
体として安全衛生意識を高め、安全衛生に関する意思統一
を図っています。なお、本会議は半年に1回開催しており、
2008年10月で25回を迎えました。

■□ 新型インフルエンザ対策
ロームでは新型インフルエンザ対策として、2008年10月
に新型インフルエンザ対策準備委員会を立ち上げ、マスク、
食料等の備蓄、社員への家庭用備蓄品のあっせん、ローム
グループ共通の対策マニュアルの作成及び教育、事業継続
計画の作成等を推進してきました。これにより2009年4月
に発生した新型インフルエンザに対してもロームグループ
全体でスムーズに対応することができました。

■□ AED（自動体外式除細動器）
社内にAED（自動体外式除細動器）を建物ごとに設置してお
り、多くの社員がいざというとき慌てず取り扱えるように講
習会を定期的に開催し、数百人規模でAED取扱い可能者の
養成を図っています。

■□ メンタルヘルス対策
社員のメンタルヘルス対策として、セルフケアとラインケアの
メンタルヘルス研修の実施や、全社員にパンフレットやチラシ
等を配付し、啓蒙活動を行っています。また、医務局にメンタ
ルヘルス相談窓口を設置しており、それに加え、外部機関と
契約し、社員とその家族が利用できるカウンセリングサービス
（EAP）とストレスチェックサービスを導入しています。

トップパトロール(2008.12.22)

第24回 ロームグループ安全衛生実務担当者会議／ローム福岡
（2008.4.10～11）

交通安全講習会(2008.9.3) マスク着用訓練(2009.1.22)

AED設置事例

管理者向けメンタルヘルス研修
（2008.9.24）

産業医パトロール（2009.3.24）

シートベルトチェック(2008.8.20） 手指消毒液の設置

AED取扱い講習会(2008.12.22)

ストレスケアセミナー（2008.7.11）

■□ 作業環境測定の実施
社員の健康障害予防のため、特殊健康診断を実施し、加え
て作業環境測定を定期的に実施しています。20年以上にわ
たり、ローム本社のすべての作業場（現在は122箇所）にお
いて、作業環境管理の状態として適切である“第1管理区分”
となっています。
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ロームは2007年4月に新たな株主還元方針を発表し、2010年3月期までの各年度において、連結フリーキャッシュフローの
100％を下回らない額を、配当及び自己株式の取得を通じて株主の皆さまに還元することとしています。ロームでは、株主の皆
さまが当社の重要なステークホルダーであるとの認識のもと、今後もこの方針に従って自己株式を取得していく予定ですが、手
元の自己株式が増加する状況で、その保有・活用に関する基本方針を明確にすることで、株主の皆さまへの説明責任を果たすこ
とが重要と判断しました。具体的には、保有する自己株式の上限は発行済株式総数の5％を目安とし、現時点（2009年3月末）
においてすでにこれを超過している部分については、速やかに消却します。また、今後取得する自己株式については、原則として
毎期末に消却することとします。なお、残る手元の自己株式は、将来のM&A等に備えて継続保有することとします。

株主還元の実績

■□ 株主総会
株主総会の活性化や議決権行使の円滑化に向けて、定時株
主総会開催の約3週間前に招集通知を発送しているほか、
パソコン及び携帯電話によるインターネットを通じた議決権
行使の受付、また、外国人株主判明調査に基づくIR活動・議
決権行使促進や、株主総会招集通知の英訳版作成等の取り
組みを行っています。

■□ 社会的責任投資における評価
近年、企業の社会的・環境的・倫理的側面を投資の判断基
準とするSRI（社会的責任投資）が拡大しています。ローム
のCSR関連活動は、こうしたSRI関連調査機関からも高
い評価を得ており、以下のSRIインデックスの構成銘柄に
選定されています。2008年度には、SAM Research社
が全世界2,500社を対象に実施している「企業持続可能
性評価」において上位10％の評価を受け、Dow Jones 
Sustainability Indexesに選定されました。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

株主・投資家の皆さまとのかかわり
ロームでは、株主・投資家の皆さまが重要なステークホルダーであるとの認識のもとに、企業価値の創造と向上を目指していま
す。株主さまへの利益配分については、業績、財務状況及び将来の企業価値向上に向けた事業投資のための資金需要等を総合
的に勘案したうえ、その期待に応えられるような施策を推し進めています。

【株主の構成】

配当金の推移
2005
90

2006
100

2007
230

（年度）
（円）

1株当たり当期純利益の推移
2004
380.22

2005
416.39

2006
413.57

2007
284.66

2008
130

2008
89.76

（年度）
（円）

2004
85

ロームが組み込まれている主なSRIインデックス
　・ Dow Jones Sustainability Indexes
　・ FTSE4Good Index Series
　・ Ethibel Sustainability Index
　・ MS－SRI（モーニングスター社会的責任投資株価指数）

■□ IR活動
世界中の株主・投資家の皆さまに対して公正で正確な、また
理解しやすい情報をタイムリーに開示する等のIR活動を通
じて積極的なコミュニケーションを図っています。

ホームページによる情報開示
個人投資家の皆さまにもタイムリーに理解しやすい情報を
提供するため、ホームページに投資家向けのコーナーを設置
し、決算短信・有価証券報告書等の法定開示書類に加えて、ア
ニュアルレポート、
決算説明会資料、
財務指標の推移、
財務データの推移
等幅広く投資関連
情報を掲載してい
ます。

決算説明会、インフォメーションミーティング
ホームページの情報開示に加えて、リサーチアナリストや
ファンドマネージャー等の機関投資家に対して説明会を開
催するとともに、海外の投資家向けにも毎年2回説明会を実
施しています。

証券アナリスト・機関投資家向け
決算説明会(2009.5.12)

海外での投資家向け説明会
(2007.6.8)

ホームページ でのIR活動 アニュアルレポート

＜株主・投資家情報＞　http://www.rohm.co.jp/financial/index-j.html

金融機関
24.7％ 金融商品

取引業者
0.4％
その他法人
10.6％

外国法人等
45.9％

個人・その他
10.6%

自己名義 7.8％

（2009年3月31日現在）

（2009年5月25日現在）
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■□ 行橋夏祭“こすもつぺ” ［ローム福岡］
夏を彩る提灯火山に参加し、行橋市内を練り歩き、意気込みを
アピールしています。祭会場の模擬店（80店舗参加）にも参
加し、祭の中核メンバーとして市民行事を支えています。

■□ カブトガニを守ろう　リフレッシュ瀬戸内
　　海岸クリーン作戦 ［ローム・ワコー］
海岸クリーン作戦に社員の代表が参加しました。 ローム・ワ
コーの代表メンバーは、カブトガニ博物館周辺の海岸を清掃
しました。今後もより一層環境美化に取り組んでいきます。

ロームグループの社会貢献活動
ロームグループは、常に地域社会・住民との対話・協調をモットーとし、それぞれの地域活動に積極的に参加しています。

■□ 地球温暖化防止を図る植樹活動 ［REDA］
地球温暖化防止の有効な手段の一つとして、2008年4月
3日に地元の「童牛嶺公園」で、社員による植樹活動を行い
ました。また、公園内にロームグループの環境方針も設置さ
せていただき、会社の環境への取り組み姿勢を社会に開示
しています。

■□ 海軍との連携による海上資源保全及び
　　砂浜清掃活動 ［RIST］
2008年11月7日にチョンブリー県海軍署が推進している海
上資源保全の一環として海亀解放活動及びナンラムビーチ
での清掃活動に参加しました。

★PEZAより環境賞を受賞[REPI]
REPIでは、地域の皆さまを集めた環境教育や、河
川の清掃活動、植樹活動等、毎月様々な環境貢献
活動を行っています。数ある審査項目の中でも、
特にこのような地道な社会貢献活動が評価され、
フィリピン経済区庁（PEZA）より、環境賞を受賞
しました。

(2008.8.23)

(2008.7.28) (2008.11.7)

(2008.4.3)

アロヨ大統領から直接授与(2009.4.29)

【その他、主なロームグループの社会貢献活動事例】

清
掃
活
動

植
林
活
動

地
域
活
動

ローム福岡
ローム浜松

ローム・アポロデバイス
ローム・アポロ
ローム・ワコー
ROHM Korea
RWEM
REPI

ROHM Korea
RIST
RIST
REPI

ローム福岡
ローム福岡
ローム浜松
ローム浜松
ローム浜松
ローム・アポロ
ローム・ワコー
ローム福岡
RIST

ローム・アポロデバイス
ローム・ワコー

RIST
ローム・アポロ

畠田東区美化運動
浜名湖クリーン作戦参加
筑後市環境パートナー事業・工場周辺の清掃活動
河川美化ノーポイ運動
会社周辺清掃活動
工団周り清掃活動
工場及び従業員駐車場周辺の環境美化活動
道路の清掃活動
工団周辺の植樹活動
タマサート大学の緑地化活動
ガーンチャナブリ県での植林活動
周辺地域の植樹活動
仲津校区文化祭参加
行橋市産業祭参加
浜松シティマラソン参加
さわやかウォーキングの開催
浜松市南区わくわくフェスタ参加
ちっごマラソン大会への協賛
職場体験「いきいきチャレンジ体験」の実施
仲津中学生の「職場体験学習」
タマサートクローンルアン学校・ ワンクウ小学校への寄付
献血活動
献血活動
タマサートクローンルアン高校生100人交流会
少年野球大会の開催 
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社会還元活動

■□ ローム記念館プロジェクト
ロームは、社会に有用な新しい技術を開発することが、文化
や社会の進歩向上に資するものと考え、国の研究機関、大
学、異分野企業等と積極的に広く連携しています。特に産学
連携をよりく深く進めるため、立命館大学、同志社大学、京
都大学の敷地に「ローム記念館」を建設・寄贈するというかた
ちで積極的なプロジェクトの具現化を図っています。

　

清華大学（中国北京市）とローム記念館
「清華ローム電子工程館」の建設について合意

ロームと清華大学は、2006年4月に締結した「包括的産学
連携契約」に基いて、電子デバイスの最先端技術開発に関
する積極的な産学連携を行ってきましたが、2011年4月に
開催予定の清華大学100周年記念式典に合わせて約20
億円を投じてローム記念館「清華ローム電子工程館」を建設
することで合意しました。国際的な産学連携をさらに推進す
るための中核的な拠点として活用される予定です。

社会の進歩向上に貢献することを企業目的とするロームは、次世代社会を担う人材の育成に積極的に取り組むことが、文化の創
造や発信につながると考え、大学との産学連携を中心とした社会還元活動を進めています。

立命館大学ローム記念館
立命館大学
びわこ・くさつキャンパス内
2000年4月開設

同志社ローム記念館
同志社大学京田辺キャンパス内
2003年9月開設

京都大学ローム記念館
京都大学桂キャンパス内
2005年5月開設

清華ローム電子工程館／イメージ図 ローム君の新・博物日記 横浜教育委員会より感謝状

■□ 受け継がれる科学する心
科学するという視点は、エレクトロニクス分野で仕事をする
私たちにとって大切なことです。次世代を担う子どもたちに
も興味を持ったことや、不思議に感じたことをそのままで終
わらせず、コツコツ調べ、学ぶ姿勢を持ってもらおうと様々
な活動をしています。

京都モノづくりの殿堂
子どもたちのモノづくりについての体験や興味・関心が希薄
になる中「ものづくり都市・京都」の特性を生かし,小中学生
がモノづくりを学び・体験する機会を創出することを目的に、
京都市立の小・中学生が社会活動を疑似体験できる「京都ま
なびの街生き方探求館」が、2009年2月12日京都市上京
区にオープンしました。
ロームでは、その考えに賛同し探求館内の「京都モノづくり
の殿堂」にブース展示をしています。ブースでは、京都市で
創業した16企業の創業者の物語や製品開発の苦労話等、
子どもたちに分かりやすい展示内容になっています。

「ローム君の新・博物日記」
ロームでは企業PR広告として、新聞に「ローム君の新・博物
日記－世界昔ばなしを科学する－」シリーズを掲載していま
す。このシリーズではおなじみの世界昔ばなしの中から毎回
テーマを1つとりあげ、そこに隠れているいろいろな不思議
を科学の視点で見つめています。また、創立50周年を記念
し、上・下巻2冊の冊子にまとめ、京都府・滋賀県の公立小学
校と公立図書館等へ寄付したほか、イベントやWebでもプ
レゼントしました。冊子を通じて科学する心を培っていただ
ければと考えています。

見学の様子ローム展示ブース
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■□ 音楽文化への支援活動
優れた音楽は、人と人を結び、芸術と文化の可能性を実感さ
せてくれる素晴らしい世界です。ロームでは、音楽文化の振
興に寄与し、若き才能を育み、音楽を通じて国際交流を高め
るために、数多くのコンサートを企画・開催してきました。こ
れからもロームは、さらに幅広い音楽支援活動を目指してい
きます。

ロームは、エレクトロニクスを通じて文化の進歩向上に貢献するとともに、「良き企業市民」を目指し、長年にわたって様々な社会
貢献活動を続けています。

豊かな心を育む社会・文化支援活動

ローム ミュージック ファンデーションの活動紹介
京都・国際音楽学生フェスティバル

音楽を通じた国際交流と若き音楽家たちの育成を目的に、
世界の代表的な音楽学校から選ばれた学生たちを京都に招
き、開催しています。

ローム ミュージック ファンデーション 音楽セミナー
世界的に活躍されている音楽家を講師に迎え、プロの音楽
家の育成を目的としたセミナーを開催しています。

ローム ミュージック ファンデーション
SPレコード　復刻CD集Ⅰ～Ⅳ

日本における西洋音楽との関わり、その作曲や演奏の歴史
を振り返るため、CD集を制作・発行し、音楽学校・図書館等に
寄贈しました。

コンサートの開催・支援
世界的な大家から、将来が期待される若手まで、多彩な音楽
家のコンサートを開催・支援しています。

Ⅰ：2004年 9月発行
Ⅱ：2006年 1月発行
Ⅲ：2007年 9月発行
Ⅳ：2009年発行予定

（2008.5.30）

【財団法人 ローム ミュージック ファンデーション】

音楽文化の向上、発展に寄与することを目的に、
1991年に設立。音楽活動に対する助成を図るととも
に、音楽を専攻する学生に対する奨学援助等を行っ
ています。

（2008.7.24）（2008.7.25）
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■□ 一日も早い復興を願って
　　四川省大地震被害の義援金を寄付
ロームは、中国・四川省大地震に伴う被害に対する復興
支援として、中国赤十字会を通じて150万元（約2,150
万円）の義援金を寄付しました。また、RSC（ROHM 

Semiconductor (China)
Co.,Ltd.）社内でも自主的
な寄付を募り、90,531元
（約130万円）が集まりま
した。

ロームでは、1993年に中国に進出して以降、世界的な供
給体制の中心的な生産拠点として中国での事業を展開して
います。生産拠点での直接的な被害や生産体制への影響は
ありませんでしたが、中国で長期にわたり事業展開している
ロームグループとして被災地域の1日も早い復興を願って、
中国赤十字会への義援金の寄付を実施しました。これによ
り、天津赤十字社より感謝の意を表した旗、博愛カップと栄
誉証書を授与されました。

■□ 学生たちの熱い思いを応援して、
　　京都学生祭典をサポート
 “学生のまち京都”で約50大学にもなる学生が中心となっ
て企画し、産学官一体となって”京都学生祭典”が行われ
ています。22万人以上の集客を誇る京都の一大祭典を、
ロームは特別パートナーとして支援しています。「京都のま

ちを学生のパワーでもっと
元気にしたい」という学生た
ちの熱い思いを応援して、
地域密着型の社会貢献に取
り組んでいきます。

■□ 多彩な地域密着型貢献活動
ロームは本社構内や本社周辺の樹木を利用して、毎年11
月から12月の約1ヶ月間イルミネーションを実施していま
す。ローム製の白色LED等を使用した60万個の光の輝き
は、冬の夜空を明るく照らし、安らぎに満ちたファンタジー
な空間を浮かび上がらせ、地元京都をはじめ関西一円の

方々の目を楽しま
せています。2008
年度は京都エコポ
イントモデル事業を
利用した、環境にや
さしい電力の使用
を実施しました。

■□ 経済的な支援
ロームは地域社会の活動や福祉・教育活動等に企業として積
極的に参加するとともに、スポーツ・文化芸術活動に協賛する
ことでも社会貢献を行っています。ロームのこれらの活動に
対する経済的側面での支援状況は産学連携に対する費用を
含めて、2008年度において9億8千百万円となりました。

（2008.5.15）

自主的な寄付をするRSC社員 

合計
（981百万円）

科学技術
4％ （39百万円）

スポーツ支援
25％ 

（242百万円）

文化芸術
21％ 

（210百万円） 人材育成
46％ 

（455百万円）

環境・地域貢献 他
4％ （35百万円）

【社会貢献活動に対する支出の内訳（2008年度）】

★ケランタン州優良事業所表彰受賞
RWEM(ROHM-Wako Electronics (Malaysia) 
Sdn.Bhd.)では、2008年11月30日に、ケランタン
州よりコタバル市民及び周辺企業への労働機会の提
供やコタバル市政への積極的協力、笠岡市との友好
10周年を評価され、ケランタン州内の特別優秀企業
として表彰されました。

TOPICS

（2008.10.12）
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■□ 環境マネジメントシステム
ロームは環境の国際規格ISO14001を基本としたロームグ
ループ共通の環境マネジメントシステムをグループ全体に展
開し、環境の継続的改善に全社員で取り組んでいます。ロー

2008年度は、特にCO2の総量削減に積極的に取り組みました。
具体的には、ローム本社にターボ冷凍機を導入し、従来の吸収式
冷凍機と比較して、１年間に約4,000（t）のCO2を削減することが
できました。またグループ会社では、ローム・アポロデバイス等でＰ
ＦＣガス（地球温暖化ガス）の除害装置の導入を進め、効果をあげ
ています。
さらに、地球温暖化防止のため、2001年よりオーストラリア南部の
ビクトリア州で「ロームの森」と名付けた植林活動も実施しました。
総植林面積は予定の1,000(ha)に対して、920(ha)を達成しまし
た。この植林による二酸化炭素（CO2）の固定量は2008年度の国
内生産拠点のエネルギー起源CO2排出量のおよそ40％に相当し
ます。引き続き、2009年度も低炭素社会の実現へ向け取り組んで
いきます。

【2008年度の取り組みと2009年度の目標・課題】

環境への配慮

われわれは、つねに地球環境保全に配慮し、  
人類の健康的な存続と企業の恒久的な繁栄に貢献するものとする。  

1. 省エネルギーをすべての企業活動で創意工夫し徹底
する。  

2. 環境配慮型製品を開発し、製品のライフサイクルを
通して環境負荷の最少化を追求する。

3. 材料・副資材の調達や製品の購入は、より環境負荷
の少ないものを優先する。

4. 国内外の環境法規制や地域協定を遵守する。  
5. 生活環境や地球環境に配慮する社員の育成と関係者
の啓発に努める。  

6. 地域環境への貢献や環境情報の適切な開示により、
社会との健全な連携を図る。  

国内ロームグループ

ロームグループ環境連絡会議

ロームグループ環境管理総括者

海外ロームグループ

ロ
ー
ム
本
社
推
進
組
織

R
W
E
M
推
進
組
織

ロ
ー
ム
・
ワ
コ
ー
推
進
組
織

ロ
ー
ム・ワ
コ
ー
デ
バ
イ
ス
推
進
組
織

ロ
ー
ム
・
ア
ポ
ロ
推
進
組
織

ロ
ー
ム・ア
ポ
ロ
デ
バ
イ
ス
推
進
組
織

ロ
ー
ム
福
岡
推
進
組
織

ロ
ー
ム
浜
松
推
進
組
織

ロ
ー
ム
つ
く
ば
推
進
組
織

ロ
ー
ム
・ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
推
進
組
織

ロ
ー
ム
・メ
カ
テ
ッ
ク
推
進
組
織

R
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P
I
推
進
組
織
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M
T
推
進
組
織

R
O
H
M 
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O
R
E
A
推
進
組
織

R
E
P
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推
進
組
織
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S
T
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進
組
織

R
S
C
推
進
組
織
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E
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推
進
組
織
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ン
ド
推
進
組
織

ローム環境管理部環境管理室

　【ロームグループ環境保全推進体制】

【環境方針】

ムグループの環境活動は絶えずグローバルな視点をもって
連結ベースで展開しています。2008年10月からOKIセミコ
ンダクタ社がロームグループに加わり活動を行っています。

1,000(ha)：東京ドーム210 個分の広さ

ビクトリア州
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★「環境データブック」のホームページ掲載について
ロームでは、どの立場のステークホルダーの皆さまに対しても、より理解しやすい報告書となるよう心がけています。
よって本報告書より、環境に関する詳細情報を独立させ、環境については最もお伝えしたい情報のみ掲載しています。
環境に関する詳細な情報はホームページよりご覧ください。 ※2009年7月頃掲載予定  [URL] http://www.rohm.co.jp

■□ グリーン調達への取り組み
欧州の廃電機・電子機器指令（WEEE）やRoHS指令、新しく
導入されたreach規制に対応するためには、お取引先さま
から材料・副資材の成分の確実な情報を提供していただき、
使用禁止物質が一切使用されていない保証が必要です。
ロームグループでは、お取引先さまから納入されるすべて
の材料・副資材において各種環境データの提出をお願いし、
環境負荷物質情報を的確に把握できる体制をとっていま
す。また、より一層グリーン調達を推進するために、お取引先
さまの環境監査や環境管理体制自己評価表等をご提出いた
だき、お取引先さまとともに国内外に通じる環境にやさしい

ものづくりに取り組
んでいます。

グリーン調達

環境にやさしいものづくりは、ロームグループのみが環境負荷物質低減の取り組みをするだけでは不充分であり、あらゆる材料・
副資材を納入していただいているお取引先さまにも環境負荷物質低減に取り組んでいただく必要があります。

グリーン調達および禁止物質管理
についての説明会の様子／RIST
（2008.5.15）

■□ ロームグリーン調達基準
ロームでは、環境負荷がより少ない製品を製造するため、
2006年度に「グリーン調達基準書」、及び「環境負荷物質
内容及び作成要領」の改定を行い、ロームグループすべて
のお取引先さまに、環境管理システムのより一層の強化を
お願いするとともに、納入いただく材料・副資材すべてに対
してロームが規定した使用禁止物質の不使用・非含有の保
証をお願いしております。また、製品を構成する材料、部品
すべての構成要素についても、環境負荷物質の情報を的確
に把握し、使用禁止物質が製品に混入しない仕組みを構築
しています。今後も管理体制のより一層の強化と、お取引先
さまとの相互理解を深め、環境に配慮した製品づくりに努め
ていきます。

環境マネジメントシステムの
構築1STEP

環境負荷物質の使用状況の把握と
削減努力2STEP

情報開示
（構成材料・成分表の提出など）3STEP

グリーン調達基準書

環境負荷物質調査内容
及び作成要領（Rev.C）
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ROHM Semiconductor U.S.A.,LLC.
(Atlanta Office)

ROHM Semiconductor GmbH (U.K.)
ROHM Semiconductor GmbH (France)
Paris Design Center

ROHM Semiconductor GmbH (Germany)
ROHM Semiconductor Korea Corporation
Korea Technology Center
ROHM Korea Corporation

ROHM Electronics Dalian Co.,Ltd.
ROHM Semiconductor Trading (Dalian) Co.,Ltd.

ROHM Semiconductor (China) Co.,Ltd.

ROHM Semiconductor Taiwan Co.,Ltd.
Taiwan Technology Center

ROHM Semiconductor Hong Kong Co.,Ltd.
Hong Kong Technology Center

ROHM Integrated Systems (Thailand) Co.,Ltd.
ROHM Mechatech (Thailand) Co.,Ltd.

ROHM Semiconductor Singapore Pte. Ltd.

ROHM-Wako Electronics (Malaysia) Sdn. Bhd.

ROHM Semiconductor Malaysia Sdn. Bhd.

ROHM Semiconductor (Thailand) Co.,Ltd.

ROHM Semiconductor Philippines Corporation

ROHM Semiconductor U.S.A.,LLC.
America Technology Center

ROHM Semiconductor (Shanghai) Co.,Ltd.
Shanghai Technology Center

ROHM Co.,Ltd. Beijing Representative Office

ROHM Semiconductor U.S.A.,LLC.
(Dallas Office)

ROHM Electronics Philippines, Inc.
ROHM Mechatech Philippines, Inc.

ROHM Semiconductor (Shenzhen) Co.,Ltd.
Shenzhen Technology Center

Dusseldorf Technology Center

ローム株式会社（本社）
LSI開発センター

ローム・メカテック株式会社

ローム福岡株式会社

ローム・アポロデバイス株式会社
ローム・アポロ株式会社

ローム・ロジステック株式会社
ローム・ワコーデバイス株式会社
ローム・ワコー株式会社

ローム浜松株式会社

ロームつくば株式会社

名古屋デザインセンター

横浜テクノロジーセンター

ローム浜松株式会社
〒435-0038 浜松市南区三和町10

ローム・ワコーデバイス株式会社
〒714-0092 岡山県笠岡市富岡55

ローム・アポロデバイス株式会社
〒833-0033 福岡県筑後市大字上北島883 

ロームつくば株式会社
〒300-3293 茨城県つくば市北原10

ローム福岡株式会社
〒824-8555 福岡県行橋市大字稲童
 字畠ヶ田837-1

ローム・ワコー株式会社
〒714-8585 岡山県笠岡市富岡100

ローム・アポロ株式会社
〒834-0111 福岡県八女郡広川町広川
 中核工業団地内

ローム・メカテック株式会社
〒621-0011 京都府亀岡市大井町
 土田3-21-10

ローム・ロジステック株式会社
〒719-0234 岡山県浅口市鴨方町益坂75

　　　　　　 

OKIセミコンダクタ株式会社
製造拠点 ： 八王子、宮城、宮崎、タイ

　　　　　　 

■ 国内関係会社

ロームグループ一覧
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ふつう
8.4%

とても
わかりやすい
39.4%

わかりやすい
51.8%

わかりにくい
0.4%

ロームではCSR活動を進めていくにあたり、ステークホルダーの皆さまからのご意見・ご感想を、重要なものとして
受け止めています。今後も、幅広いステークホルダーの皆さまのご意見をお聞かせいただき、CSR活動やCSR
レポートの改善に活かしていきます。

【わかりやすさ】

とても
充実している
47.0%充実している

49.4%

とても物足りない
0.4%

物足りない
3.2%

【充実度】

■印象に残った上位項目（複数回答）

※回答者
お客さま、お取引先さま、学生、社員又はその
家族、研究・教育関係、企業のCSRご担当、企
業の環境ご担当、NGO・NPO

主なご意見とロームのコメント
レポートについて

その他ご意見

■ ご意見

●内容がしっかりとしているので、一冊読むのは少し大変だ
と思う

●もう少し、ページ数を少なくすれば、よりじっくり目を通しや
すいと思う

ロームの年度ごとの主要な取り組みを分かりやすくお
伝えできるよう、冊子でのダイジェスト版とWEBでの詳
細版をご覧いただけるよう、本報告書より実施しました。

▷▷▷コメント

■ ご意見

●製品についてのレポート記載がもっとほしい

●製品についてもっとページを割いてはどうか

CSRの観点からみてロームが力を入れており、幅広い
ステークホルダーの方にご理解いただきやすい製品を
特集記事として掲載させていただきました。

■ ご意見

●社員の顔写真やコメントを掲載してほしい

●社員の声が知りたい

実際の社員の顔写真を掲載し、ロームの「顔」が見える
報告書とし、親しみやすさを感じていただけるようにし
ました。

■ ご意見

●タイトルはCSRレポートだが、どちらかというと環境マネ
ジメントレポートに重きが置かれていると思う

本報告書より、環境に関する情報を別途「環境データブ
ック」として切り離し、専門的な用語を少なくし、幅広い
ステークホルダーの皆さまにお読みいただけるよう工
夫しました。

■ ご意見

●地域住民とのさらなる一体化を進めていってほしい

今後は地域へのボランティア活動など、地域の皆さま
との、さらなるコミュニケーションを図っていきます。

■ ご意見

●社内外でのCSR啓蒙活動を期待する

まずは、社内よりロームのCSRを一層啓蒙し、社外へ
も展開していきたいと考えています。

▷▷▷コメント

▷▷▷コメント ▷▷▷コメント

▷▷▷コメント ▷▷▷コメント

1位

2位

3位

社会貢献活動

社会還元活動

低炭素社会への取り組み

29.7%

27.7%

20.9%

この報告書に関するご意見・ご感想をお聞かせ下さい。
ローム株式会社 環境管理部 CSR推進室　　FAX：075（311）1318　E－mail：webmaster@rohm.co.jp

ロームでは、2008 CSRレポートに対して、249件のアンケートのご回答をいただきました。
アンケート回答へご協力いただいた皆さまへ厚くお礼申し上げます。

CSRレポートアンケート結果
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